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[はじめに] 半導体薄膜試料における抵抗率の測定はvan der Pauw法を用いて測定している。van der Pauw法は電気
的に対称であるとの仮定の下で抵抗率の測定を行っている。そこで、電気的に対称でない異方性材料に対して、正確
な測定結果が得られるかを調べる。 
[van der Pauw法を用いたホール効果測定]  van der Pauw法における測定の手順は、電極12間に電流I 12を流し、電
極 43間の端子電圧V として、抵抗R 
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と定義する。同様に抵抗Ｒ 23,14を定義して用いる。このときの抵抗率ρ は ：I12

以下のようになる。 ：V43
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試料面に垂直に磁束密度B
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ただし、 はPauw補正係f
密度、qは電荷である。 
[測定試料] 異方性材料として
生成される面欠陥を解消させ
[実験方法] 測定試料四隅にN
流の向きを変化させて計8方
[実験結果・考察] 電極12間
方性があることが分かった。
表1に300 Kで測定したと
電極14間及び電極32間にお
れなかった。また、抵抗R12,4
から、正確な抵抗率が得られ
表2に300 Kにおけるホー
磁界の向きを変化させるとホ
化すると分かる。このことか
[結論] 異方性材料に対するv
測定では磁界の向きを変える
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表 1 300 Kにおける va

測定方向(I/V) 12/43 23

電流値（mA） 1.0 1.0

電圧値（V) 5.7 <1

電流値（mA） -1.0 -1

電圧値（V） -5.7 <-

抵抗値（Ω） 5.7×103 2.4

Pauw補正係数 9.7×10-2 9.7

抵抗率（Ω㎝) 31.44 31

 
 
 
 
 

  
(2)
の磁界を印加する。この時に生じるホール 
ある起伏  

は以下のようになる。 
   (3) 

数であり、試料が完全に電気的に対称であれば f

3C-SiCを用いた。本来、3C-SiCは立方晶である
る為に一方向に起伏を設けたことにより、異方性が
iオーミック電極を形成し、van der Pauw法によ
向で行った。 
及び電極23間の電流－電圧特性から、試料の方向
 
きのvan der Pauw法の測定結果を示す。電圧計の
ける端子電圧が非常に小さく、正確に測定できな

3及び抵抗R23,14 の値の差が非常に大きいのでPauw
ないことが分かった。 
ル効果測定の結果を示す。表2から電流値を変化さ
ール電圧の向きは変化しなかった。式(3)から磁界
ら、正確なホール効果測定ができていないことが分
an der Pauw法では、正確な抵抗率が測定できない
ことによってホール電圧の向きが変化しない問題点
ったHOYA株式会社の長澤弘幸氏に心より感謝い

n der Pauw法の測定結果 
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図 1 測定試料

 

1= である。dは試料の厚さ、nは電子

為、異方性がない。しかし、結晶中で
生じていると考えられる。 
るホール効果測定を用いて磁界及び電

によって抵抗値が約10倍異なり、異

測定限界値が10μVである。表1から
かった。この為、正確な抵抗値が得ら
補正係数が小さくなる。これらのこと

せるとホール電圧の方向は変わるが、
の向きを変化させるとホール電圧は変
かった。 
問題点が判明した。また、ホール効果
が判明した。 
たします。 

 
表 2 300 Kにおけるホール効果測定の結果
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